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　筆者は、3.5 ～ 6.5 歳の幼児を対象として







ら軽度肥満（男児 20mm 以上、女児 25mm 以上）
と判定される幼児が５歳から６歳にかけて多く















小児 97 人７）、杉山らは 65 歳以上の高齢者 16




































２左）、③ CLIP FAT MEASUREMENT（簡
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A と簡易型皮脂厚計 B が最小単位は１mm で
ある。ただし、簡易型皮脂厚計 A と簡易型皮
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統計解析には Microsoft Excel 2011 for Mac、









立大学倫理委員会 2013 年（承認番号 1302）の
承認を得て実施した。
３．結果
　男児 163 人（平均年齢 4.87 ± 0.84 歳、最小 3.32
歳、最大 6.36 歳）、女児 158 人（平均年齢 4.80
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脂肪厚では男子 r ２=0.947, 女子 r ２=0.825, 肩甲
骨下部皮下脂肪厚では男子 r ２=0.978, 女子 r ２
=0.971 と高い相関を確認している７）。杉山らは
65 歳以上の高齢者 16 人において栄研式皮下脂
肪計（ヤガミ社）と比較し上腕三頭筋皮下脂肪
厚で r=0.981, 肩甲骨下部皮下脂肪厚で r=0.983
と高い相関を確認している８）。高谷らは男児
199 人、女児 122 人の６～ 14 歳においてラン
ゲ式皮脂厚計（Beta Technology 社）と比較し
て、上腕三頭筋皮下脂肪厚では男児 r=0.951, 女
















2013 年在籍した男児 163 人（平均年齢 4.87 ±








男 児 r=0.990、r ２=0.979、 女 児 r=0.991、r ２
=0.983、CLIP FAT MEASUREMENT で は
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